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（１）

当初、春季撮影ツアーを計画していましたが、コロナ禍の
終息、インバウンドの増加関係で希望の宿泊施設の確保が困
難な事と、第８回作品展の開催時期と新緑が接近しているこ
と等を考慮して中止としました。会員から要望が出ていた、
以前毎年実施していた撮影実習セミナーを代替事業として開
催することにしました。
【開催内容】
１・開催日時

令和６年７月２３日(火) ９：００～１６：００
受付時刻 ９：００～９：３０

２・開催場所
メイン会場・トークネットホール仙台（仙台市民会館）

３・申込先 ①電話申し込み
（tcd） 東北カラーデュープ（株）内

東北風景写真家協会事務局
〒 983-0852
仙台市宮城野区榴岡４丁目１－８ －１Ｆ
TEL 022-256-2141

②同封の申し込み用ハガキ返送
ただし、募集人員は２０名につき先着順で定員になり次
第締め切りになります。

【実施内容】
定禅寺通りと西公園周辺を中心に撮影実習を行います。

１０：００～１２：００
４・昼 食 弁当を用意します

１２：００～１２：４０
５・作品セレクト提出

１２：４０～１３：３０
６・作品講評 作品投影添削

１３：５０～１６：００
撮影データを各自規定枚数選択し、スクリーンに投影、
講師より指導を受けます。

７・終了予定時刻 １６：００
【募集内容】
８・参加会費 ２、０００円 昼食弁当代を含む
９・募集人員 ２０名

先着順定員になり次第締め切り
１０・募集対象

東北風景写真家協会会員および東北フォトウォーキング
クラブ会員

１１・参加申し込み受付開始
２０２４年６月６日（木）１０：００～ 定員締め切り

【業務担当者・協賛】
１２・講 師 竹内 正 会長（日本写真協会会員）
１３・業務担当 セミナー担当の進藤幹事長、星幹事
１４・協 賛

東北フォトウォーキングクラブ(担当 丸山慎一)

★

令
和
６
年
年
会
費

納
入
の
お
願
い

年
会
費
（
３
、
０
０
０
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風
景
写
真
を
撮
影
し
て
作

品
と
し
て
発
表
す
る
人
達
、

そ
れ
を
観
賞
す
る
人
々
と
の

交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

風
景
写
真
を
楽
し
む
人
達
の

輪
を
広
げ
、
日
本
の
美
し
い

風
景
を
広
く
紹
介
し
、
記
録

す
る
役
割
を
果
し
て
き
た
こ

の
作
品
展
も
、
お
陰
様
で
第

八
回
目
の
開
催
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
私
達
は
東
日
本

大
震
災
の
発
生
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球
温

暖
化
の
影
響
、
そ
し
て
今
年

正
月
の
能
登
半
島
地
震
と
大

き
な
災
禍
を
経
験
し
、
そ
れ

ら
は
私
達
に
強
い
不
安
と
閉

塞
感
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

そ
れ
ら
の
不
安
や
閉
塞
感

は
、
私
達
に
自
ら
の
心
の
拠

り
所
は
何
処
な
の
か
、
後
世

に
残
し
伝
え
て
行
く
べ
き
も

の
は
何
な
の
か
を
一
人
ひ
と

り
が
模
索
し
、
深
く
考
え
さ

せ
ら
れ
る
機
会
を
与
え
て
く

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に

も
思
わ
れ
ま
す
。

自
然
と
人
間
と
の
係
わ
り

に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
る

時
、
私
は
必
ず
頭
に
浮
か
ぶ

事
柄
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
元
禄
二
年(

一
六
八

九)

五
月
八
日(

陰
暦)

に
奥

の
ほ
そ
み
ち
を
訪
ね
て
、
多

賀
城
碑
を
眼
前
に
し
た
松
尾

芭
蕉
の
感
慨
で
す(

「
奥
の

細
道
―
壺
の
碑
」)

。
＊

大
意
は
こ
う
で
す
。
「
こ

れ
ま
で
歌
枕
探
訪
を
通
し

て
、
無
窮
と
さ
れ
る
自
然
も

ま
た
時
間
に
よ
る
有
り
よ
う

の
変
化
を
免
れ
な
い
こ
と
を

悟
っ
て
き
た
。
そ
の
中
に
あ

っ
て
有
限
の
存
在
で
あ
る
人

間
の
営
み
を
記
す
碑(

文

字)

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
驚
き
は
い
か
ば
か
り
で
あ

ろ
う
か
」
。

芭
蕉
は
、
そ
れ
を
「
行
脚

(

あ
ん
ぎ
ゃ)

の
一
徳
、
存

命
の
喜
び
、
羇
旅(

き
り

ょ)

の
労
も
忘
れ
て
、
涙
も

落
つ
る
ば
か
り
な
り
」
。
と

書
き
記
し
ま
す
。

今
年
は
多
賀
城
創
建
一
、

三
〇
〇
年
の
節
目
の
年
「
神

亀
元
年(

七
二
四)

創
建
」

に
当
た
り
、
復
元
さ
れ
た
南

門
も
来
年
の
一
般
公
開
に
向

け
て
着
々
と
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

の
三
月
に
は
多
賀
城
碑
が
文

科
省
の
審
議
会
で
国
宝
指
定

の
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
作
品
展
を
通
し

て
、
来
場
者
の
方
々
と
自
然

の
造
形
で
あ
る
美
し
い
日
本

の
風
景
と
、
そ
の
中
に
脈
々

と
紡
れ
て
き
た
日
々
の
暮
ら

し
の
大
切
さ
を
共
有
し
、
私

達
の
住
む
「
美
し
い
日
本
」

の
姿
を
あ
ら
た
め
て
確
認
で

き
れ
ば
会
員
一
同
の
喜
び
と

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
に
会

員
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

多
く
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

＊
参
考
文
献
：
「
奥
の
細

道
」
の
旅
三
〇
〇
年
記
念
出
版

『
奥
の
細
道
』
学
習
研
究
社

一
九
八
七
、
一
〇
、
一
〇
、
第

七
刷
発
行
。

大
友
紀
夫
記

い
よ
い
よ
『
美
し
い
日
本
』
作
品
展
開
幕

◆
写
真
展
入
賞
者ご

紹
介
◆

○
『
第
32
回
み
ち
の
く

宮
城
の
小
京
都
・
村
田
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
』

・
金
賞
（
村
田
町
長
賞
）

「
清
流
不
動
明
王
像
」

中
野

好
太
郎

○
「
第
29
回
大
和
町
ま
ほ
ろ
ば

の
風
景
」
写
真
展

・
優
秀
賞

松
田

み
ど
り

○
に
っ
こ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

・
太
平
洋
写
真
学
校
賞

「
次
次
と
」

松
田

理
惠
子

「
日
和(

ひ
よ
り)

」

大
友

悦
男

「
傑
作
を
狙
っ
て
」

阿
部

和
之

・
入

選

「
幻
影
」

岩
城

剛

「
粛
と
し
て
」

星

朝
子

・
佳

作

「
冬
の
夕
暮
」

大
友

紀
夫

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会員の写真展開催お知らせ

◆撮影実習セ ミ ナー◆

当
初
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
要
望
が
多
い
群
馬
・
栃
木
の
北
部
方
面
を

検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
宿
泊
施
設
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、
青
森
・
秋

田
・
岩
手
方
面
に
切
り
替
え
て
検
討
中
で
す
。
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、

紅
葉
の
最
盛
期
と
予
想
さ
れ
る
11
月
初
旬
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
撮
影
行
程
や
実
施
日
・
費
用
等
に
つ
き
ま
し
て
は
９
月
発
行

予
定
の
東
風
季
報
に
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
空
け
て
お

待
ち
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秋
季
撮
影
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

風巻く朝 熊谷 正

沸き立つ秋 進藤 弘融

お
待
ち
か
ね
の
作
品
展
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
作
品
が
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
是
非
ご
覧
下
さ
い
。
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講師：竹内 正 ・丸山慎一（公益社団法人 日本写真協会会員）

《勉強会 令和６年７月３日（水）・見学大歓迎・参加費無料》
場 所 日立システムズホール３階エッグホール

（旧・仙台市青年文化センター）
時 刻 １３：３０～１６：３０

フォトウォーキング ４月～６月撮影会作品・自由作品・講評
作 品 デジタル ：ＵＳＢ、プリント（２Ｌ・Ａ４）

フイルム ：プリントで 合計 一人６点以内

《フォトウォーキングの予定(６月〜９月)》

【各回の参加費用と２年会費】
・旅行傷害保険が自動付帯されて安心倍増です
・４月以降実施分より １１,０００円

(バス、高速料、駐車料等税込み)
・クラブ会費 ２年 １，０００円

【日程と撮影地】
令和６年 ６月１１日（火）

場 所 秋田県・新緑の小安峡、川原毛地獄
集 合 仙台駅東口バスプール ７：３０発

泉中央区役所駐車場 ８：００発

令和６年７月１６日（火）
場 所 山形県・月山地蔵沼、田麦俣集落

初夏の湖沼と田麦俣多層民家と旧小学校
集 合 泉中央区役所駐車場 ７：３０発

仙台駅東口バスプール ８：１０発

令和６年 ８月２０日（火）
場 所 山形県・鳥海神秘の丸池様、玉簾の滝

映えスポット神秘の泉と玉簾の滝
集 合 泉中央区役所駐車場 ７：３０発

仙台駅東口バスプール ８：１０発

令和６年 ９月１０日（火）
場 所 福島県・猪苗代布引高原の風とひまわり

風の高原・風力発電風車とひまわり畑
集 合 泉中央区役所駐車場 ７：３０発

仙台駅東口バスプール ８：１０発
流風景の撮影

申し込受付開始 ： 『６月３日（月）１０：００から』和５年１り 定
河北新報トラベル 電 話 ０２２－２１１－６９６０

ＦＡＸ ０２２－７２３－４６７２

インターネット申し込み https://kahoku-travel.com/
企画 東北フォトウォーキングクラブ 協賛 東北風景写真家協会

催行 河北新報トラベル

「東北フォトウォーキングクラブ」の撮影地と日程のお知らせです。

撮影の機会を多くして・かつ健康増進にご利用下さい。

フォトウォーキング

今
回
は
、
夏
の
強
い
光
線
を
避
け

て
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
写
真
の

作
成
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

１
：
夏
の
花
風
景
の
撮
影

初
夏
の
花
、
紫
陽
花
の
中
で
も
大
柄

の
白
紫
陽
花
は
清
楚
で
美
し
く
、
迫
力

も
あ
り
ま
す
が
、
晴
天
の
強
い
光
で
は

「
シ
ロ
ト
ビ
」
し
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の

描
写
が
困
難
で
す
。

明
る
い
曇
天
、
小
雨
、
早
朝
（
夕
刻

は
赤
カ
ブ
リ
す
る
の
で
不
可
）
の
柔
ら

か
い
光
を
選
ぶ
、
背
景
に
杉
林
等
暗
い

バ
ッ
ク
を
選
定
す
る
と
白
い
花
が
浮
か

び
上
が
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
薄
日
の
時
は
前
面
に
雲

の
影

を
入
れ

て
奥

行
き
感

を

出
し

ま

す
。
Ｐ
Ｌ
と
露
出
補
正
で
諧
調
を
調
整

す
る
と
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
写
真
の
撮
影

が
で
き
ま
す
。

２
：
夏
の
滝
風
景
の
撮
影

清
涼
を
呼
ぶ
夏
の
滝
は
魅
力
的
な
被

写
体
で
す
が
、
滝
の
み
の
撮
影
で
は
、

夏
の
強
い
光
線
で
は
流
れ
が
「
シ
ロ
ト

ビ
」
し
て
滝
の
表
情
の
描
写
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン
ダ
ー
に
す

る
と
周
辺
部
が
「
ツ
ブ
レ
テ
」
し
ま
い

が
ち
で
す
、
そ
こ
で
発
想
を
変
え
て
前

景
に
暗
い
木
等
を
入
れ
て
暗
く
し
て
、

ト
ン
ネ
ル
構
図
に
す
る
と
滝
の
表
情
を

出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
滝
は
信
仰
の

対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
、
不
動
滝
等
々

の
名
称
に
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
前
景
に
岩
、
石
積
、
石
仏
等

を
シ
ル
エ
ッ
ト
で
配
す
る
と
雰
囲
気
が

表
現
で
き
ま
す
、
暗
め
の
露
出
補
正
で

神
秘
的
な
描
写
が
得
ら
れ
ま
す
。

３
：
建
造
物
と
花
風
景
の
撮
影

地
域
の
特
徴
的
建
造
物
と
季
節
の
花

の
組
み
合
わ
せ
は
歴
史
、
生
活
の
背
景

に
育
ま
れ
た
独
特
の
風
景
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
山
形
県
の
田
麦
俣
の
多
層

民
家
の
庭
先
に
は
特
徴
的
な
花
々
が
見

ら
れ
ま
す
。

今
回
は

盛

夏

に
咲

く
「

た

ち
あ

お

い
」
と
多
層
民
家
の
組
み
合
わ
せ
で
撮

影
し
ま
し
た
。
多
層
民
家
の
暗
く
な
る

大
き
な
茅
葺
屋
根
と
花
の
バ
ラ
ン
ス
を

如
何
に
整
合
す
る
か
が
課
題
に
な
り
ま

す
。
中
焦
点
距
離
の
レ
ン
ズ
を
使
っ
て

屋
根
と
花
の
関
連
を
自
然
に
整
え
て
、

被
写
界
深
度
を
活
用
し
た
ピ
ン
ト
位
置

の
設
定
、
屋
根
の
明
る
さ
を
Ｐ
Ｌ
フ
イ

ル
タ
ー
で
調
整
し
て
、
露
出
補
正
を
や

や
暗
め
に
撮
影
し
た
結
果
ほ
ぼ
イ
メ
ー

ジ
通
り
の
撮
影
が
で
き
ま
し
た
。

好
天
続
き
だ
っ
た
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け

の

5
月

7
日

、

一

転

、

風
雨

強

し

の

予

報
。
山
形
道
か
ら
南
陽

を
経
て
飯
豊
町

へ
向
か
う
。
目

的
の
白
川
ダ
ム

に

着

く

と

、

覚

悟

の

雨

対

策

は

無
用

と

な

り

ほ
っ

と

す

る

。

た

だ

、

湖

面

は

さ

ざ

波

で

映

り
込
み
に
は
程

遠
い
。
湖
畔
か

ら
思
い
思
い
に

シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
る

が
決
め
手
に
欠
く
よ
う

だ
。そ

の
う
ち
雲
間
に
飯

豊
連
峰
が
見
え
隠
れ
す

る
。
残
雪
の
雄
姿
を
目

に
し
て
、
学
生
時
代
に

山
形
、
福
島
、
新
潟
に

ま
た
が
る
連
峰
を
数
日

か
け
て
縦
走
し
た
こ
と

を
思
い
出
す
。
か
な
り

ハ
ー
ド
で
も
う
飯
豊
は

ご
免
と
思
っ
て
も
、
何

年
か
経
つ
と
ま
た
行
き

た
く
な
る
。
そ
の
繰
り

返
し
で
い
ろ
い
ろ
な
コ

ー
ス
を
歩
い
た
思
い
出

の
山
だ
。

新
緑
の
水
没
林
は
、

雪
解
け
と
田
植
え
の
間

の
限
ら
れ
た
季
節
だ
け

に
出
会
え
る
め
ず
ら
し

い
風
景
。
芽
吹
き
の
緑

は
濃
く
な
り
、
曇
天
で

光
も
フ
ラ
ッ
ト
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
は
撮

影
で
き
な
い
。
い
つ
も

はW
B

を
太
陽
光
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
モ
ー
ド
で

撮
る
こ
と
が
多
い
が
、

W
B

を
オ
ー
ト
、
ビ

ビ

ッ
ド
モ
ー
ド
に
変
え
て

メ
リ
ハ
リ
が
で
な
い
か

試
み
る
。

後
半
は
や
や
高
台
に

な

る
源

流
の

森
に

移

り
、
山
道
を
散
策
、
藤

の
花
、
ト
チ
ノ
キ
な
ど

も
目
に
留
ま
る
。
下
方

の
水
没
林
を
眺
め
、
水

と
若
葉
の
織
り
成
す
光

景
を
探
す
。
こ
れ
ぞ
と

思
う
水
没
林
にP

L

を

回
し
な
が
ら
湖
面
を
走

る
風
の
道
を
追
う
。
当

初
、
思
い
起
こ
し
た
イ

メ
ー
ジ
と
違
っ
て
も
、

臨
機
応
変
試
し
て
み
る

の
も
興

味

深
い
。
露

出
、
色
合
な
ど
物
足
り

な
か
っ
た
と
こ
ろ
は
パ

ソ
コ
ン
で
の
調
整
で
多

少
は
補
え
る
だ
ろ
う
と

期
待
す
る
。

立
ち
寄
っ
た
道
の
駅

で
名
物
を
求
め
て
楽
し

い
フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
終
え
た
。

（
秋
葉
）

風

景

写

真

・

季

節

の

撮

影

法

―

７

「

夏

の

強

い

光

を

避

け

た

風

景

撮

影

」

竹

内

正

編
集
後
記

▼
お
陰
様
で

第
８
回
作
品
展
が
開
幕
し
ま
し
た
。

▼
フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
へ
の
参
加
報
告
に
つ
い
て

秋
葉
さ
ん
に
投
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
。

▼
お
知
り
合
い
の
方
へ
の
会
の
行
事
参
加
と
当
協
会

へ
の
入
会
お
声
が
け
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

フォトウォーキング
・・・新緑の白川湖・・・

飯豊連峰

緑の風

「
み
ち
の
く
杜
の
湖
畔
公
園
」

み
ち
の
く
杜
の
湖
畔
公
園
は
季
節

の
花
々
、
蔵
王
を
背
景
に
し
た
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
ふ
る
さ
と
村
の
茅
葺
集

落
等
、
季
節
問
わ
ず
撮
影
が
で
き
る

人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

交
通
：
タ
ケ
ヤ
交
通
バ
ス
が
川
崎

町
経
由
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

仙
台
駅
西
口
・
青
葉
通
り
１
６
番
バ

ス
乗
り
場
・
ダ
イ
ヤ
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

「
公
共
交
通
機
関
使
用
の
撮
影
地
」


